
別紙３

・令和６年度の物価指数を基準とし、５年度間（R6-7、R7-8、…R10-11）の物価指数の

　変動率の平均値を令和13～17年度の提案額に乗じる。
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・令和11年度の物価指数を基準とし、５年度間（R11-12、R12-13、…R15-16）の物価指数の

　変動率の平均値に、R13～R17の改定率（1.04の5乗）を乗じた率を令和18～21年度の

　提案額に乗じる。
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・令和16年度の物価指数を基準とし、５年度間（R16-17、R17-18、…R20-21）の物価指数の

　変動率の平均値にR13～R17の改定率（1.04の5乗）及びR18～R22の改定率（1.05の5乗）

　を乗じた率を令和23～25年度の提案額に乗じる。
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●令和２３年度～２５年度の指定管理料の改定方法

●令和１８年度～２２年度の指定管理料の改定方法

●令和１３年度～１７年度の指定管理料の改定方法（令和１２年度までは指定管理料の

改定はなし。）

指定管理料の改定方法について

物価指数が平均＋4.0％変動

した場合

毎年度+4.0％改定（R13～R17）

物価指数が平均＋5.0％変動

した場合

R18：+27.8％改定

（【R6-R10】Ⓐ×【R11-16の1年分】1.05）

R19：+34.1％改定

（【R6-R10】Ⓐ×【R11-16の2年分】：1.05の2乗）

R20：+40.8％改定

（【R6-R10】Ⓐ×【R11-16の3年分】：1.05の3乗）

R21以降も同様に前年度改定率に1.05を乗じる

物価指数が平均▲6.0％

変動した場合

R23：+46.0％改定

（【R6-R10】Ⓐ×【R11-16】Ⓑ×【R16-21の1年分】0.94

R24：+37.2％改定

（【R6-R10】Ⓐ×【R11-16】Ⓑ×【R16-21の2年分】0.94の2乗）

R25：+29.0％改定

（【R6-R10】Ⓐ×【R11-16】Ⓑ×【R16-21の3年分】0.94の3乗

+21.67％（Ⓐとする）

+27.63％（Ⓑとする）

+21.67％（Ⓐとする）


